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中央市・昭和町地域自立支援協議会 

中央市地域部会 
事務局：中央市役所福祉部福祉課 
住 所：中央市臼井阿原３０１-１ 
Ｔｅｌ：０５５－２７４－８５４４ 
Ｆａｘ：０５５－２７４－１１２５ 

～「親あるうち」に一緒に考えませんか～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「親あるうちに」に考えておくことは… 

 

１．住まい、生活の場のこと 
 ・今の住まいに引き続き住むことができますか？ 
 ・仕事や日中活動を継続することができますか？ 
  

２．身の回りのこと 
 ・掃除、洗濯、買い物や食事の準備はできますか？ 
 ・一人では心配な場合は福祉サービスを受けることもできます。 
 ・できること、できないことを事前に相談しておきましょう。 

３．お金や財産の管理のこと 
 ・お金の管理は一人でできますか？ 
 ・一人では心配な場合は公的な支援をうけることができます。 
 ・財産管理も必要な場合は成年後見制度を利用しましょう。 

４．様々な手続きに関すること 
 ・各種制度を利用する上での手続きはできますか？ 
 ・市役所などの公的な機関に相談することができます。 
  

５．周囲に伝えておきたいこと 
 ・本人の特性や病状、服薬などが正しく伝わっていますか？ 
 ・家族の想いも併せて支援者へ伝えられるように記録しましょう。 
  

６．身近な支援者のこと 
 ・困った時に頼れる親族や、日頃から声をかけてくれる地域の人はいますか？ 
 ・親族や近所や地域の人達に見守ってもらえるように、顔の見える関係作りや 

本人の状況を伝えましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困ったときには相談しましょう 

 

＜身近な相談窓口＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜障害福祉サービスの利用に関する相談＞ 

〇中央市役所 

福祉課    

健康増進課      

  

保険課        

〇 「穂のか」  

〇    

○民生委員・自治会長  ℡ お住まいの地区・自治会に確認 

＜各種相談窓口＞ 

 

 

指定特定相談支援事業所  ソテリア  055（278）5070 

介 護 相 談 支 援 セ ン タ ー  ぴ ー す   055（242）7655 

中央市社会福祉協議会特定相談支援事業所  055（274）0294 

●仕事を見つけたい  … ハローワーク甲府 障害者相談窓口   055（232）6060 

●働く一歩を踏み出したい… やまなし若者サポートステーション  055（244）3033 

●職場での悩みを相談したい … 山梨県障害者職業センター   055（232）7069 

●仕事を続けたい … すみよし障がい者就業・生活支援センター 055（221）2133 

●障害年金のこと … 日本年金機構 竜王年金事務所      055（278）1100 

●騙された    … 山梨県弁護士会「高齢者・障害者支援センター」  055（235）7202 

●住居を探したい   … 山梨県居住支援協議会        055（243）4300 

●急に具合が悪くなった … 緊急安心センター山梨       055（223）1418 

                               または、＃7119 



 

  療育手帳 B-1 を持つA さん。飲食店に障がい者雇用で働いています。会話はあまり上手ではありませんが、勤

務態度はまじめで、職場の仲間とも仲良くしています。買い物は自分でできますが、お金は保護者に管理してもらっ

ています。片付けや掃除が苦手なので、部屋が散らかしっぱなしになってしまいます。本人は、親なき後も今の家

（持ち家）に住むことを希望していますが、お金の管理や家事の面で心配です。  
 

 ⇒ 障害者相談支援センター穂のかと福祉課に相談に行き、緊急時の対応について地域生活支援拠点事業の

登録手続きをしました。また、親なき後も住み慣れた地域での生活を送れるように、今のうちから障害福祉サービス

を利用することにしました。サービス利用のマネジメントを担当してもらう計画相談支援事業所で繋いでもらい、週

に１回１時間、居宅介護サービスのヘルパーさんと一緒に掃除や家事することで、自立した生活が送れるように練

習しています。お金の管理や契約については、社会福祉協議会で「成年後見制度」「日常生活自立支援」の説明

を受けました。親の援助があるうちに、地域の人たちとも繋がるよう、今後は地域の行事にも参加していきます。 

  

  B さんは療育手帳B-１を持っています。10年前に県外から中央市に越してきてから、家にひきこもっていまし

た。家事全般は保護者に頼っているため、本人はやったことがありません。また、一人だとお金の管理や健康管理も

不安です。本人は親なき後も地域での暮らしを望んでおり、保護者は、支援者の目が届くグループホームで生活す

る方が安心と考えています。  

 ⇒ 保護者も高齢で介護が必要となり、ひきこもりの息子のことで福祉課と障がい者相談支援センター穂のかに

相談しました。親なき後には自立した生活ができるように、穂のかの相談員と一緒に家事などの日常生活能力を

向上させるための宿泊型自立訓練事業所の見学に行きました。家族以外の人・場所での生活にも慣れるため、中

央市社会福祉協議会でおこなっている地域活動支援センターの登録もしました。自立訓練後は、グループホームに

入居しながら働きたい希望を伝えました。 緊急時の対応も相談できて安心しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例：障害者雇用で働く A さん（３０代） ～保護者の入院で福祉課に相談～ 

事例：家族で中央市に転入してきた B さん（４０代） 

相 談 

・将来や生活の中での不安な

どの相談にのります。 

・対応が必要なことを、一緒

に考えます。 

 

人材育成・配置 

・いろいろな障がいや状況に

ついて、対応ができる人材

の育成や支援体制を確保し

ます。 

地域づくり 

・障がいがあっても、望む場

所で生活ができる、地域の

体制を作っていきます。 

緊急時の受け入れ 

・急にサポートする人が倒れ

てしまった、家では一人で

過ごせない状況などの時

に、過ごせる場所を、平常

時から考えます。 

体験の場 

・一人暮らしに向けた準備を

します。 

・必要なサポートや住まいに

ついて一緒に考えます。 


